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令和７年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 20 学 校 名 静岡県立浜北特別支援学校 校 長 名 八幡 正信 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

達成状況 評

価 

成果と課題 

ア 

 

安

全

・

安

心 

人権を尊重

し合い、笑

顔あふれる

学校生活の

実現 

・児童生徒の心を捉え 
た声掛け、励まし、
称賛、対話を心掛け
ている教員 100％ 

・相手を意識して自ら 
笑顔で挨拶や感謝の 
言葉を伝える児童生 
徒、教員 100％ 

児童生徒の表情や態度
等に応じた言葉かけを
することができた。 

100％ 
相手を意識して笑顔で
挨拶をすることができ
た。      100％ 

A 

【成果】 
○児童の気持ちを尊重したり、寄り添っ
たりして、対話や適切な支援を繰り返
すことで、児童が安心感を持って活動
に取り組めるようになった。 

○帰りの会で一日の頑張りを称揚するこ
とで、生徒同士で認め合ったり声を掛
け合ったりする姿が見られ、意欲的に
取り組む姿を引き出すことができた 

○教師が率先して挨拶をする姿勢を見せ
ることで、生徒も自分から相手に聞こ
える声で挨拶できることが増えた。 

○あいさつ運動やあいさつ名人の表彰
は、児童の意欲的に挨拶をする姿を引
き出すために効果的であった。 

〇生徒の意見を否定せず、気持ちに寄り
添いながら対話を重ねることで、悩み
や不安を自分から打ち明けられる関係
性が築けた。 

○児童同士の関わり方を複数の目で見守
ったり、小さな変化を見落とさないよ
うに学級、学年間で連携したりするこ
とでいじめを防ぐことができた。 

【課題】 
●他学年や他グループの生徒と関わる機
会を持つことが少なく、全体を見渡す
意識を持って進めることが難しかっ
た。 

●教師自身が生徒を呼び捨てで呼んだ
り、障害特性への配慮に欠ける指導を
行なったりしてしまうなど、人権に配
慮した行動ができていないことがあっ
た。 

●スマホトラブルや男女交際など、学校
外で起こる事案への指導セオリーを共
有する研修の実施が必要であった。 

・重大ないじめ０ 
 
 
 
・「学校は楽しい」「学 
校に行きたい」と答 
える児童生徒 100％ 

特別の教科道徳の時間
及び、教育活動全般に
おいて、児童生徒に分
かりやすく自他を大切
にする気持ちや態度を
育てる指導を行うこと
ができた。  98.9％ 
望ましい人間関係がで
きるように指導・支援
し、いじめにつながる
行動を見逃さなかっ
た。     100％ 
特別の教科道徳の時間
等に、児童生徒が自ら
の頑張りを振り返った
り、お互いに認め合っ
たりする場を設定する
ことができた。 99％ 

・児童生徒にとって分 
かりやすく、活動し 
やすい学習の場とな 
るように校内、教室 
内の整理整頓をして 
いる教員 100％ 

・確実な安全点検と迅 
速な対応をしている 
教職員 100％ 

業務に見通しを持ち、
計画的に掲示物や教
材、物品等を配置した
り、整理整頓したりす
ることができた。 
       94.5％ 
毎月の安全点検で道具
や環境の不具合に気づ
いて、すぐに対応する
ことができた。98.8％ 

 
 
 
 
命を守る、
実際的な安
全体制の整
備と実践力
の向上 

 

 
 
 
 
 
・発災時、緊急時の自 
分の動きを具体的に 
想定できる教職員 
100％ 

 
 
 
 

緊急捜索訓練などで自
分の役割を理解して行
動できた。   97％ 
マニュアルの確認や班
別防災研修で、学校の
対応及び各自の役割に
ついて理解することが
できた。   98.7％ 
掲示板でヒヤリハット
について全教員に周知
し、校内での安全指導
を行い、重大な事故を
防いだ。   97.4％ 

A 

 
【成果】 
○ハリーコール訓練や避難訓練等を通し
て、緊急時の具体的な動きをイメー
ジ・共有することができた。 

○スクールバスの介助員と情報共有をし
たことで、スクールバス内でのトラブ
ルの予防をすることができた。また、
連絡がなく登校していない生徒や、下
校方法の記載のない生徒の家庭への早
い段階での連絡対応をすることができ
た。 
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・医療的ケアを含むヒ 
ヤリハットの活用に 
よる重大な事故０ 

医療的ケアや保険・給
食でのヒヤリハット報
告や事後の振り返り、
掲示板等での啓発を生
かして、校内での事故
防止を意識し、重大事
故を防いだ。 97.8％ 

○学年会の中でマニュアルを読み合わ
せ、役割を確認する時間を設けたこと
で、自分の動きが明確になった。 

○ヒヤリハットがあった際には、翌日の
朝の打合せや掲示板を活用して全体に
周知することで、自分ごととして日頃
の指導を見直すきっかけとすることが
できた。 

○避難訓練前の学年での話し合いでは、
各々の役割について確認し合うことが
できた。また、避難訓練の設定をいつ
もと違う環境での場面にしたことで、
具体的な行動を考えることができた。
事後の振り返りを確実に行い、有事に
備えることができた。 

【課題】 
●自転車の交通ルール厳格化を見据え、
新年度早々の学習会実施や１・２年生
への事前学習を強化する必要がある。 

●時間が経ち活動が進むと教室の物が増
えて安全への配慮が欠けたり、教室内
の破損に気付けなかったりしたことが
あった。 

●定期的に危機管理マニュアルを確認す
る習慣をつけたい。 

●物の置き場所など教室環境を整えよう
と心掛けているが、収納場所が少ない
ため難しい面がある。 

・自分の命や健康を自 
分で守るための取組 
ができた児童生徒 
100％ 

 
 
・通学途上の事故０ 

 
想定される危険や安全
な行動について指導
し、通学途上の事故 0
につながった。100％ 
手洗い、換気などの感
染症対策の指導を行
い、児童生徒が自分か
ら感染症対策を行った
り受け入れたりする行
為に結び付いた。 
       100％ 
 
命の大切さや健康に関
する保健学習や保健指
導を多なうことができ
た。     96.7％ 
 
登下校時の事故０ 
       100％ 

イ 

 

授

業

力

・

専

門

性  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童生徒が
夢中になっ
て「できる」
「分かる」
喜びを実感
できる授業
づくりの展
開 

 

・学校全体の調和を図 
り、学部間／学年間 
の系統性を実現する 
教育課程が整理でき 
たと考える教員 
100％ 

年間指導計画の実践に
おいて、学習指導要領
に目を通したり教科
書・指導書を参考にし
たりして教育活動に活
かした。   95.9％ 
学習指導要領や教育課
程の押さえ、各学部の
教育課程片影のための
シラバス等を活用する
ことで、年間指導計画
を作成し、授業等の実
施、みなおし、修正等
ができた。  93.6％ 
保健体育で作成したシ
ラバスを基に、児童生
徒の実態に合わせた年
間計画の作成や授業内
容を検討した。95.1％ 

A 

【成果】 
〇自立活動目標分析シートを基に複数の
視点で児童生徒の実態をとらえること
で、根拠を持って目標設定をすること
ができた。 

○グループ研修で継続して児童生徒の姿
から始まる授業づくりについて話し合
うことで、児童生徒中心の授業づくり
が定着してきた。 

○教科担当者会で教育課程や年間指導計
画の検討をしたことで、系統性のある
授業づくりができた。 

〇学部会内で行なうミニ学習会を参考に
したり専門教科の教員からアドバイス
をもらうったりすることで、児童生徒
の実態に合った授業づくりができた。 

○指標を意識することで教材や題材の見
直し・改善が進み、生徒が主体的に操
作したり関わり合ったりする姿が引き
出された。 

【課題】 
●年度初めに教育課程の押さえやいつ・
なに表の内容を全員で確認する場を設
け、効果的な活用につなげていきたい。 

●生徒の実態は日々変化するため、分析
シートを一度作って終わりにせず、適
宜見直して最新の状態を反映させる必
要がある。 

●現状では学期によって学習負担にばら
つきが生じているため、単元ごとの時
間配分を精査し、年間を通じたバラン
スの改善が求められる。 

 
 
 
・自立活動（「時間の 
指導」「各教科等を合 
わせた指導」）の充実 
を図ることができた 
と考える教員 100％ 

 
 
 
 
 

指導目標の設定におい
て、自立活動目標分析
シートを活用し、実態
把握、目標設定、項目
選定、指導内容の設定
等ができた。 98.4％ 
研修窓口の授業におい
て、具体的な児童生徒
の姿について対話しな
がら、日々の授業づく
りや授業改善、単元計
画の改善につなげるこ
とができた。 96.7％ 



様式第３号 

 
・PDCA サイクルを生 
かした授業を実践で 
きた教員 100％ 

自立活動目標分析シー
トや自立活動研修の場
面などで教員同士の学
び合いを通し、実態把
握や指導すべき課題、
指導目標を導き出し、
指導に生かすことがで
きた。    97.7％ 

【成果】 
〇研究授業で出た意見やコンサルテーシ
ョンで得た情報を共有し、授業改善に
活かすことができた。 

〇年次別研修で得た情報を学部教員で共
有することで、他学部や他校の取り組
みや成果からアイデアをもらうことが
できた。 

〇学年でメンターを決めて、情報教育課
とメンターが連携してＩＣＴの学習会
を実施することができた。 

○教師がＩＣＴを活用して授業の導入や
視覚支援などを行なったことで、生徒
が興味や見通しを持って学習に取り組
むことができた。 

○普段関わりの少ない他学年の教員や異
なる経験を持つ教員の意見を聞くこと
で、自分にはない視点や多面的な見方
を知り、自身の指導や業務を見直す機
会となった。 

【課題】 
●適切な実態把握や学習評価ができてい
るかどうかに自信を持てなかったり、
学年や学習グループで授業の振り返り
を十分に行えず次の授業に生かし切れ
なかったりした。 

●生徒がＩＣＴを活用することについ
て、悩みや勉強不足を感じている教師
もいる。 

●ＩＣＴを活用することに固執せず、効
果的な学習をするための支援について
継続して考えていきたい。 

・「対話」をとおして 
学び合い授業づくり 
や生徒指導に生かし 
た学年・グループ 
100％ 

 
・校内・校外研修の学 
びを授業づくりに生 
かした教員 100％ 

グループ研修や学年
会、グループ会、作業
班会などにおいて、複
数の教員で児童生徒の
学びの視点で対話しな
がら授業づくりをする
ことができた。98.9％ 
学習グループ研修での
対話、コンサルテーシ
ョン、はごろも「夢」
講演会、定期訪問、各
校外研修、授業の中で
の気付きをその後の授
業づくりに生かすこと
ができた。   100％ 

・児童生徒がＩＣＴを 
活用して自ら学習に 
取り組むことができ 
たと考える教員 
100％ 

 
 
教師の支援を受け、児
童生徒が ICT を活用し
て学習に取り組むこと
ができた。   86％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域で生き
ていくため
の力やその
基盤を培う
キャリア教
育の推進 

 

 
 
・児童生徒が授業・行 
事等で役割をもって 
強みを発揮できる取 
組の場を設定できた 
学年、グループ 
100％ 

 

 
 
児童生徒が授業・行事
等で役割をもって強み
を発揮できる取組の場
を設定することができ
た。     98.1％ 

A 

【成果】 
〇学年・グループで、児童の好きや得意、
挑戦したい気持ちを生かした役割を、
児童の実態に応じて設定することがで
きた。 

〇学部全体として、児童の好き、得意を
意識した授業づくりが定着してきた。 

○けやき祭月間は、他学部の様子を知る
よい機会となった。 

○学部を越えた交流が、教員の指導力の
幅を広げ、教育の連続性を意識するき
っかけとなった。 

○生徒の実態や興味関心を基に活動や役
割を設定したり、人のために活動する
内容を設定にしたりすることで、仲間
や教師から賞賛を受け、生徒が充実間
や達成感を感じて意欲的に取り組む姿
が増えた。 

○行事や運営を生徒に委ねることで、責
任感や自信の向上が見られた。 

【課題】 
●学部間交流以外で他学部の様子を日常
的に知れる工夫を学校全体でしていけ
るとよい。 

●実施段階だけでなく、企画の段階から
生徒が意見を出し、自分たちで作り上
げる「仕掛け」をさらに増やす必要が
ある。 

・他学部の教育活動を 
知ることがきた教員 
100％（参加者自身の 
体験、参加者の報告か 
ら） 

 
 
 
 
 
学部間交流をしたり、
学部間交流をした教員
の報告を聞いたりし
て、他学部の教育活動
を知り、自分の学部の
教育へ生かすことがで
きた。     93％ 
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ウ 

 

連

携

・

協

働 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域等と目
標を共有し
地域資源を
活用した教
育活動の推
進 

 

・学校運営協議会から 
の助言、支援を共通 
理解している教職員 
100％ 

学校運営協議会からの
助言、支援を共通理解
することができた。 
       96.2％ 

A 

【成果】 
○議事録を掲示板に掲載し、要点に色を
付けることで全体に共有することがで
きた。 

〇地域住民や専門家からの客観的な意見
が、具体的な環境整備や教員の意識向
上に繋がっている。 

〇各学年で年間をとおして計画的に地域
ボランティアの活用をすることができ
た。 

○外部サポーターの方々と活動する機会
を設けたことで、教師以外の方に褒め
られ自信を持って活動に取り組んだ
り、自分なりの方法でコミュニケーシ
ョンを図ったりする姿がみられた。 

○地域の「人・モノ・産業」を授業に取
り入れることで、教員だけでは提供で
きない深い学びが実現している。 

○事前・事後の指導を児童の実態に合わ
せて行うことで、交流籍交流に主体的
に参加する姿が見られた。 

○美術作品制作や部活動での交流を中心
に、生徒が主体的に関わる場面が多く
見られた。 

【課題】 
●例年どおりではなく、ニーズに応じた
地域資源の活用の工夫をしていきた
い。 

●外部サポーターとの目的や役割の共通
理解が難しいと感じる教員もいた。 

●新しく連携した先を大切にしつつ、今
後さらに地域のネットワークを広げ、
多様な体験の場を確保していく。 

 

・地域等の「人・もの・ 
こと」とつながる取 
組を実現した学部 
100％ 

地域ボランティア、多
様な人材等を活用する
ことで、地域の「人・
もの・こと」とつなが
る教育活動を実践する
ことができた。99.1％ 
学部として、地域資源
を生かした授業を行っ
た。     96.5％ 
 
児童生徒と一緒にあき
まつりに参加したり、
奉仕活動や講演会等に
参加する保護者に声を
掛けたりすることがで
きた。    98.8％ 

・双方の成長を促した 
交流活動ができたと 
考える教員、保護者、 
交流先各校 100％ 

 
 
 
 
交流（学校間交流、交
流籍交流）の目的や各
学部の取り組みを意識
し促すことで、双方が
成長できる交流ができ
た。     95.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域へ貢献

できる活動

の設定と児

童生徒の魅

力の効果的

な発信 

 
 
 
・地域から肯定的に評 
価される活動が設定 
できた学部 100％ 

 
 
 

 
 
 
地域から肯定的に評価
される活動が設定でき
た。  96.2％ 

A 

【成果】 
○日常的に教師が手本となることで、あ
いさつ運動以外でも自分から挨拶をす
る姿を引き出すことができた。 

○販売会に取り組む姿や頑張って作って
来た作業製品を外部の方に見ていただ
いたり、地域の防災や店舗について調
べたりすることで、生徒たちが活動に
意欲を持ったり地域への興味、関心を
持ったりすることができた。 

○販売会や学習発表会において、生徒が
呼び込みや接客、製品説明を積極的に
行い、地域の方々に自分たちの活動や
製品の良さを直接伝えることができ
た。 

○学年だより、ホームページ、インスタ
グラムで各学年が継続的に児童の活動
の様子を発信することができた。 

○生徒一人一人の良さに合わせた内容と
環境を設定したことで、生徒の日頃の
学習の様子や良い表情を発信すること
ができた。 

○生徒の学びや頑張りが伝わるよう、写
真の選定を厳選し、コメントの内容を
工夫することで、活動内容を分かりや
すく整理して発信することができた。 

 
・発信相手（保護者、 
地域の方）を意識し、 
魅力ポイントを明確 
にした内容を発信す 
ることができた学 
年、グループ 100％ 

 
 
 
学校だよりや学校展
で、本校の良さや子ど
もの魅力を発信でき
た。      98％ 
 
 
 
授業の様子や行事の告
知等を明確な内容で、
タイムリーに発信する
ことができた。97.3％ 
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【課題】 
●ホームページとインスタグラムで内容
が重複することがあるのですみ分けが
できるとよい。 

●肖像権保護の観点から使用できる写真
に制約がある中で、いかに活動の臨場
感を損なわずに伝えるか、撮影方法（構
図やアングル）のさらなる工夫が必要。 

エ 

 

チ

ー 

ム

・

信

頼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働きやすい

職場環境の

充実 

・対話をとおして相互 
理解や安心感が得ら 
れた教員 100％ 

 
・所属部署内／所属部 
署間でお互いを認め 
合い、助け合いがで 
きた教職員 100％ 

対話をとおして相互理
解や安心感を得ること
ができた。   94％ 
校内の安全に関わるこ
とについて、文章組織
を超えて協力して取り
組むことができた。 
       100％ 
ととのうタイムに教職
員同士で関りを持ちな
がら、物理的な環境を
整えたり、コミュニケ
ーションを取ったりす
ることができた。 
       96.3％ A 

【成果】 
〇学級、学年、グループなど、様々な集
団で対話を重ね、互いの考えを共有し
ながら業務に取り組むことができた。 

〇困ったことがあったときに、気軽に相
談できる関係性を日常から築くことが
できた。 

〇学部アドバイザーに限らず、知識や経
験のある教員に相談して得た情報や助
言を授業作りや生徒指導に活かすこと
ができた。 

〇定期的に人権チェックや人権研修会が
あることで、日頃の指導を見直すこと
ができた。学部として児童をさん付け
で呼ぶことが定着してきている。 

○少人数での対話を通じて、「気持ちが楽
になった」「お互いを助けようとする雰
囲気ができた」との声があった。 

○コンプライアンス研修や人権研修を通
して自分自身の言動や行動を見直すこ
とはできた。 

【課題】 
●職員間で互いの言動や行動を注意し合
うことは難しかった。 

●行事前や業務が重なる時期は依然とし
て話し合う時間が不足しがちである。 

●特定の担当教科や曜日、突発的な事態
によって、時間確保が困難になるケー
スがある。 

・不祥事０ 

 
 
 
 
 
情報機器の不具合等が
あった場合、速やかに
報告したり、正しい方
法で情報機器を扱った
りすることができた。 
        99％ 

 

 

 

 

 

児童生徒と

触れ合う時

間や授業研

究の時間の

確保 

・タイムマネジメント 
ができた教職員 
100％ 

・勤務時間内に授業づ 
くりや事務処理の時 
間が確保できた教員 
100％ 

課会やチャット等で、
情報共有や連絡相談を
し、協力して業務を進
めることができた。 
       100％ 
勤務時間内に授業づく
りや事務処理の時間が
確保できた。 
       76.1％ 

A 

【成果】 
○掲示板を活用し、やることをリスト化
することで、自分の業務の優先順位を
考え、計画的に働くことができた。 

〇学年やグループ内で事務研を調整して
取ったり、仕事が立て込んでいる教員
と交代したりするなど協力して取り組
むことができた。 

〇資料の準備を早めに行なうように心掛
けたことで、事前に資料に目を通す時
間を確保することができた。 

○新日課への移行が、事務処理や授業準
備の時間を生み出す推進力となった。 

○「終了時刻の明示」という具体的なア
クションが、会議の効率化に大きく寄
与した。 

【課題】 
●優先順位を考えて働くことはできた
が、業務量が多くて定時を越えること
が多かった。 

●生徒や教員の状況により、業務を計画
的に進めるには難しいことがあった。 

・設定時間内に終了し 
た会議 100％ 

 
 
 
 
設定時間内に会議を終
了することができた。 
       88.4％ 

 


